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留学を支える 3つのステップ 

本プログラムを「留学もキャリアも諦めない！新サポートプログラム」と名付け、2025 年 4月より正式に運用を開始

します。長期留学を予定している学生に対して、「留学前」「留学中」「留学後」の 3つの段階で支援を行います。 
 

①留学前（就活と留学準備を両立） 

Ø 「留学前キャリア講座」を実施し、就活の流れや留学経験の活かし方を学ぶとともに、エントリーシート（ES）作

成をサポート 

Ø 非認知能力を測るアセスメント「GPS（Global Proficiency Skills Program）-Academic」によって、自分自身の

「強み」や「伸びしろ」を整理するとともに、それを踏まえた留学で得たい力の目標設定を支援 

Ø 新卒オファーサービス「doda キャンパス」を活用し、キャリア・ポートフォリオを作成しながら、留学前から企業

との接点をもつことを支援 
 

②留学中（海外にいながらキャリアを築く） 

Ø 「doda キャンパス」により、留学期間中でも就職活動が行えるようサポートし、留学経験を評価する企業とのマッ

チングを支援 

Ø 留学経験を有するキャリアアドバイザーで構成されるチームによるオンライン相談 
 

③留学後（留学経験を就活で生かす） 

Ø 「doda キャンパス」を活用し、留学経験を評価する企業とのマッチングを支援 

Ø 新卒向け就活サービス「doda エージェント」として、留学経験を有するキャリアアドバイザーで構成されるチーム

が、学生の留学経験の棚卸を行いながら、神田外語大学の派遣留学生にあった企業とのマッチングを支援 

【産学連携】神田外語大学×ベネッセ i-キャリア 

留学もキャリアも諦めない！ 

就活早期化時代における新たな支援体制を導入 
 

神田外語大学（千葉市美浜区、学長：宮内孝久）と株式会社ベネッセ i-キャリア（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：

乾史憲）は、2025 年度より両者が連携した新たな留学キャリアサポートプログラムを開始します。本プログラムは、学生の

キャリア形成と留学の両立を通じて、進路選択において留学での学びと経験を最大限生かせる環境を提供するものです。本

学は世界 32か国・地域に 128 校の国際協定校を有し(2025 年 1月末時点)、多くの学生が留学を希望していますが、就職活

動の早期化が留学を躊躇する一因となっています。このような課題を解決するために、本プログラムではキャリア形成の支

援を基盤に、学生が安心して留学を計画・実現できる仕組みを整備します。本プログラムの皮切りとして、2025 年 3月 21

日(金)14:50～16:20 にオンラインで「留学前キャリア講座」を実施予定です。 

2025 年 3 月 14 日 
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プログラム実施の背景 

就職活動の早期化が進む中、長期留学を選ぶ学生

は、「留学期間と就職活動のスケジュールの重なり」

「留学中の情報不足」などの課題に直面しています。 

実際に、2024 年度に実施した在学生アンケートで

は、「長期留学に参加したいと思いますか。」という設

問に対し、「そう思わない」、「どちらかと言えばそう

思わない」と回答した割合は 1年次に比較し上級生の

方が高い割合を示し、長期留学を希望しない理由に

「時期的に就職活動に支障があるから」（複数回答

可）と回答した学生の割合は、実質的に就活が始まる

3年生がピークとなることがわかりました。 

 これらの現状を踏まえ、本学とベネッセ i-キャリア

は、学生が留学中も安心してキャリア形成を進められ

る環境づくりを目指し、本プログラムを開発しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲2024 年度神田外語大学学生アンケートより一部引用 

※カッコ内数字は各学年におけるアンケート回答数 
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神田外語大学のコメント（神田外語グループ 国際事業推進室） 

本学は、学生が学びとキャリア形成の両立を実現できるよう、ベネッセ i-キャリア様との連携を強化し、新たな留

学・キャリア両面での支援体制を整備しました。本取り組みは、就職活動の早期化に伴う学習時間の減少や留学の機会損

失といった課題に対応し、大学生活で得られる学びと経験を最大限に活かせる環境を提供することを目的としています。 

留学経験者は、語学力のみならず、留学中に養った自立性や課題解決力などが企業から高く評価され、社会的にもその

価値が認識されています。しかし、就職活動の時期と留学期間が重なることで、キャリア形成に不安を抱える学生や保護

者の声も多く寄せられています。本学は、そうした社会のニーズにも応え、学生が安心して留学を決断できるよう、留学

前・留学中・留学後の一貫した支援を実施します。 

本取り組みにより、学生は留学中に行う様々な活動に最大限集中できるだけでなく、それを将来のキャリア形成に繋げ

ることが可能になります。本プログラムを通じて、学生が安心して留学を決断できる環境を整え、学びを重視した大学生

活を支援します。今後も、本プログラムをはじめとした様々な施策や教育環境の充実を図り、学生の可能性を広げ、社会

で求められるグローバル人材育成を目指してまいります。 

 

 

株式会社ベネッセ i-キャリアのコメント（ベネッセ i-キャリア 大社接続事業本部） 

株式会社ベネッセ i-キャリアは、「まなぶ と はたらく をつなぐ」をミッションに、大学生のキャリア形成を支援し

てまいりました。このたび、神田外語大学様とともに新たな留学キャリアサポートプログラムを開始できることを大変嬉

しく思います。 

VUCA と呼ばれる社会の複雑化が進むなかで、多くの企業が「自らの意志で行動し、問題を解決していく力を持つ学

生」に高い関心を寄せています。留学という経験を通じて習得できる、異文化の中で培った適応力やコミュニケーション

能力、主体的に行動する力は、まさにこれからの社会で求められる重要なスキルです。しかし、就職活動の早期化によ

り、長期留学をためらう学生が増えている現状があります。本プログラムは、そうした課題に対応し、留学中でも企業と

の接点を持ち、キャリア機会を逃さない仕組みを整備します。 

本取り組みを通じて、学生の皆さんが安心して留学を決断し、学びとキャリアの両方を充実させられるよう支援してま

いります。今後も、神田外語大学様との連携を深めながら、学生一人ひとりが自身の強みや経験を生かし、社会で活躍で

きる環境づくりに努めてまいります。 

 

 

神田外語大学について 

神田外語大学は「言葉は世界をつなぐ平和の礎」という建学理念のもと、1987年の開学以来、世界の懸け橋となる人

材を育成しています。外国語学部では、英米語学科／アジア言語学科／イベロアメリカ言語学科／国際コミュニケーショ

ン学科の 4学科を擁し、英語／中国語／韓国語／インドネシア語／ベトナム語／タイ語／スペイン語／ブラジル・ポルト

ガル語の 8 言語と文化を学ぶことができます。また、2021年 4月に開設したグローバル・リベラルアーツ学部では、世

界の課題に対して主体的に貢献するための語学力と国際教養を身に付けた人材を育成しています。 

 

 

株式会社ベネッセ i-キャリアについて  

株式会社ベネッセホールディングスとパーソルキャリア株式会社が 2015 年 4 月に設立した合弁会社です。株式会社ベ

ネッセコーポレーションの大学教育事業部門とパーソルキャリア株式会社の新卒就職支援部門が一緒になりました。両社

の力を最大限に活用して、大学の教育支援、学生の就活支援、および企業の採用支援を行う事業を推進しています。大学

生向け教育事な業と新卒学生に特化した就職支援事業を合わせることで、学生の力を伸ばし、学生が分を生かせる職場に

出会い、自らの力で社会に貢献できる人材になることを支援してまいります。教育事業と就職支援事業の一体的な運営を

通じて「まなぶ と はたらく をつなぐ」ことを目指します。 

 

 

関連リンク 

【神田外語大学 HP】 https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/  

【(株)ベネッセ i-キャリア】 https://www.benesse-i-career.co.jp/ 

 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/
https://www.benesse-i-career.co.jp/
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※本学から配信されるプレスリリースは SDGs に基づいた教育環境充実の一環として、UD（ユニバーサルデザイン）フォントで作成され

ています。https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/ 

 

 

本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先 

神田外語グループ グループコミュニケーション部 担当：三上山 雄亮 

TEL:03-3258-5837（平日 9:30～17:00） FAX:03-5298-4123 E-mail: media@kandagaigo.ac.jp 

※神田外語グループ公式 Twitter(X)アカウントはこちら：@kandag_official 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/
mailto:media@kandagaigo.ac.jp

